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 ２００４年度ＪＩＣＡ防災行政管理者セミナー
を実施、成功裡に終了 

 
アジア防災センター（ADRC）では、独立行政法人

国際協力機構（JICA）兵庫と協力し、2004 年度で５
回目となる「JICA 防災行政管理者セミナー」を 2005
年 1 月 13 日から 2 月 18 日までの 37 日間にわたり
実施しました。 今年度のJICAセミナー対象国は、
ベニン、中国、コスタリカ、グアテマラ、ホンジュ
ラス、インド、マレーシア、パナマ、シリア、タン
ザニア、トルコの 11 カ国で、防災担当行政職員の
研修員 13 名が参加しま
した。 
 当セミナーは、日本

の防災体制をモデルケ
ースとして学ぶことに
より、自然災害による被
害の軽減を目的に、次の
ような課目を取り入れ
ました。(1)災害の基本
概念、(2)日本政府による防災対策、(3)地方自治体
による防災対策、(4)民間とマスコミの防災に果た
す役割、(5)災害別対策事例、(6)国際防災協力、(7)
テーマ別防災対策。 
研修員は、まず自国の防災事情をカントリーレポ

ートとして発表した後、関係省庁や防災機関を訪問
し、防災に関する取組みについて包括的に学びまし
た。日本政府による防災対策としては、内閣府防災
担当、国土交通省、厚生労働省、気象庁、消防庁を
訪問し、日本の災害対策の概要や災害時の応急対応、
災害救助法や気象業務について講義を受けました。
また、地方自治体の防災対策としては、兵庫県庁に
ある県災害対策センターや神戸市危機管理室およ
び人と防災未来センターを訪問し、1995 年の阪神・
淡路大震災から得た貴重な教訓とその後の復興対
策について説明を受け、質疑応答も多く交わされま
した。また、富士常葉大学の小川教授の指導のもと
神戸市灘区でタウンウオッチングを行い、その後の
ハザードマップ作成とともに潜在的リスクに対し
てコミュニティーレベルで防災意識を持つことの
重要性を学びました。 
また、神戸市内で開催されていた国連防災世界会

議にも参加し、防災に関する国際社会の協力を直接
見る機会を設けました。 
各研修生はこれらの知識や経験を各国に持ち帰

って、防災行政のリーダーとして自国の防災体制の
強化のために活躍することが期待されます。 
当センターでは、今後ともこのような人材育成プ

ログラムを通じて、国際防災協力に貢献していきま
す。今回の研修の実施にあたり、訪問・研修を受け
入れていただいた関係諸機関の方々に厚くお礼申

し上げますとともに、今後ともご支援とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。なお、この件につ
き ま し て は 、 寺 西 主 任 研 究 員 （ teranishi@ 
adrc.or.jp）までお願いいたします。 
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 ロス・ソーバン研究員（カンボジア） 

 
カンボジアは、国土の 85%以上がメコン川の下流

域に位置する地理的条件から、モンスーンの雨によ
る洪水被害を受けやすい国となっています。大洪水
の発生により、高潮がダムを押し流し、農作物に壊
滅的な損害を与え、家屋や社会的インフラ基盤に深
刻な影響を与えます。1994 年、1996 年、1999 年に
発生した洪水、そして単独で死者 347 名、直接経済
損失 1 億 5,700 万米ドルを引き起こした 2000 年の
大洪水は、人々の生命や生活
に甚大な被害をもたらしただ
けでなく、カンボジアの開発
プロセスを阻害し、貧困問題
の悪化をも引き起こす事態と
なりました。 

洪水の度重なる発生を受け
て、カンボジア政府では、1995
年、閣僚評議会下に位置する
省庁間機関として、国家災害
対策委員会（NCDM、議長：首相）を設立し、政府に
対して災害対応に必要なアドバイス、調整、普及、
提案を行っています。 

私は、2002 年 6 月よりカンボジア国家災害対策委
員会、防災・法律担当顧問として勤務していました
が、この 2005 年 1 月から ADRC の客員研究員として
赴任し、2005 年 7 月まで滞在することとなりました。  
起伏の激しい地形を有する日本は、深刻な災害国

の一つであるといえ、台風、豪雨、洪水、地滑りと
いった様々な災害に度々見舞われています。その一
方で、このような災害経験を生かすことにより、日
本は、優れた組織を構築し、先端技術を数多くの防
災活動の中に上手に適用しています。そして、防災
先進国として世界でも中心的な役割を担っており、
多くの人々が日本の防災を学び、研究を行っていま
す。 

私もそのうちの一人として、NCDM が必要としてい
る政策レベルでの防災、とりわけ日本の災害対策基
本法がカンボジアでまだ整備されていないことか
ら、日本滞在期間中は、関連法や政策面の切り口か
ら日本の防災の枠組みについて研究を進めていき
たいと考えています。私はまた、カンボジアと日本
の間の協力関係を一層促進し、今後の NCDM とカン
ボジアの一助となる具体的な知見を得て、帰国した
いと思っております。 


